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3.自動計測装置

3.1変　換　器(荷重,圧力,変位用)

荷零は通常のひずみゲージ式のものを用いて,問題は

ない.ただ,動的三軸試験の場合は,軽量なものほど慣

性力が小さくなり軸荷重に対する影響が小なくなるから

よい.間隙水圧計として望まれることは,受圧面積が,

小さく圧力変動に対して,受圧面の変位が極小であるこ

とである.一般的に供試体と間隙水圧計間のチュ-プと

間隙水圧計等の全体の体積変化を小さく抑えるためには,

飽和皮の上昇が不可欠であり,その意味で背圧を大きく

する方がよい･現在筆者らは,間隙水圧の変化1kgf/cm2

に対するチューブの膨張と圧力変換器の変位による見か

けの体積変化が供試体の体積ひずみに換算して. 5× 10~5

(0,005%)以下になるようにしている･

通常のダイヤルゲージの中に,カンチレバーを組み込

み,ひずみゲージをこれに貼りつけて,変位をひずみゲ

ージの抵抗変化として測定する変位変換器(カンチレバ

ー型ひずみゲージ式変位計)が市販されているが,特に

微小な変位(5Jj以下)を測定するのではない限り.静的

な変位をこれで測定してよいと思われる･この種のもの

で,ダイヤルゲージを用いない方式のもある･動的な変

位は,インダクタンスタイプのものが適している･ただ

し,これは交流アンプを用いる必要がある･ほかに,摺

動抵抗型変位計があり,安価である割には精度は悪くな

いので,静的試験に十分に用いうる･また,極微小の変

位の測定用には,非接触型変位計がよく用いられるが,

高価であるのが欠点である.若干直線性は落ちるが,磁

気抵抗変化型変位計(ポテンショメーター)は,安価で

あり,増幅器なしで直流電源とデジタルボルトメーター

のみで,割と精摩高い測定が可能である･

最近の変換器の性能の度合から考えて,荷重･圧力･

変位の測定精度は,変換器自身の精度よりも,試験機自

体の精度に左右されやすいようである.荷重について言

えば軸受部の摩擦,圧力について言えばキャリブレーシ

ョンに用いたブルドンゲイジの精度,また,非排水条件
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においては供試体と圧力変換器を結んでいるパイプの膨

張性,変位について言えば測定点と供試体間の変位と-

測定基準点の固定度等である･掛こ,最小目盛が0.1kgf

/cm2　以上のプルドンゲイジの精度は,悪いものと思っ

ていた方がよい･最小目盛0.01kgf/cm2以下(0.1級)の

ブルドンゲイジで圧力変換器のキャリブレーションを頻

繁に行う必要がある.

以上のことは,特に目新しいことではないが,供試体

の体積変化の自動測定法として新しいきわめて精度の高

い方法を開発した.飽和した供試体の場合,供試体から

の水の出入りの量を測定すればよいわけであるが,通常

は,ビューレットの中の水位変化の目読によってこれを

行っている･これを自動化する方接として,従来用いら

れていた方法は筆者の知る限り, 1)ビューレット内の

水位面を,光電管を用いて感知し,水位面の変化ととも

に光電管を機械的に追跡するようにしたもの, 2)供試

体からの水の重量変化を測定する方法, 3)供試体から

の水を密閉式の高さ変化自由のベロフラム付シ[)ンダー

の中に入れ,そのシリンダーの高さ変化を測定する方法,

4)ビューレットの中に線抵抗を入れ,水位変化による

抵抗の変化を測定する方法等があった･これらの方法は

いずれも複雑で,不安定であり,精度が高いとは言えな

い方法であった.今回,開発した方法の原揮はきわめて

単純である･図8に示すように,ビューレット内の水位

高の変化を,圧力の変化として測定するものである.た

だし,供試体の中の水圧(背圧08P)は.たとえば2 kgf

/cm2と一般に高い一方,ビューレット内の水位高はせい

ぜい20cm.すなわち0.020kgf/cm2であり.少なくとも

0.1mmの水位変化が測定できなければ,十分な精度が出

ない･そこで,きわめて精度が高い静電容量型の差圧計

(富士電樺社製)を用いた.これを用いると.図8に示す

A面の圧力oBP+hpw　とB面の圧力uB,の差hpwが直

接測定できる･基準圧oBPが0から10kgf/cm2の範囲

で差圧hpwの測定レンジが25cmH20(0.025 kgf/cm2)

である差圧計を用いると, 0.025kgf/cm2が4 Vの出力

となる.(測定レンジが2.5cm/H20, 1cm/H20のモデルもあ

る.)この場合, 1mVが0.0625mmH20に相当するので,仮
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Lowは水の密度)

供試体
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(液体庄)

図8　差EE計による供試体体凝変化の自動測定法

に内面積0.5cm2のビューレット(これは相当太い方であ

る)を用いても, 1mVが0.003ccに相当する･これは

十分すぎるほどの分解能である･さらに内面積の小さい

ビューレットを用いれば,さらに測定感度は上がる･ま

た.この差庄計のヒステリシスは,きわめて小さく基準

圧の変化による同一の差圧に対する出力の変化はほとん

どない.また受圧面の剛性が,きわめて高い,ほかに各

種のひずみゲージ式の差圧計が市販されているが,精度

の高い自動体積測定用として用いうるものはないようで

ある.

3.2　増　幅　器

センサー(変換器)は,前述の高精度差圧計のように

増幅器が内蔵されているもの(静電容量型のため,内蔵

式としなければならない)を除いて,ひずみゲージ式の

ものはすべて増幅器を必要とする.これには,ブリッジ

印加電源が交流か直流かで二種に分けられる･表1にお

のおのの特徴を示す.

計測装置の自動化を進める場合に問題となるのは,増

幅器がすべての変換器に必要なことによるコスト負担で

図9　直流増幅器配線図

ある.著者らは,ユニパルス社製のロードセルコンバー

タというモジュールおよびユニエル電子社製のデジタル

パネルメータを用いて,デジタル表示の直流ブリッジ方

式ストレインアンプを製作した･このアンプは,ゼロド

リフトゲインドリフトともに極めて優秀であり,しかも.

費用は,市販の直流ストレインアンプの1/3以下である･

本ストレインアンプの構成を図9に示す.なお,ひずみ

ゲージ式変換器には,ゲージ抵抗が大別して120flのも

のと350g)の2種類ある･一般に推奨ブリッジ電圧は,

前者が, 2-4V,後者が6-10Vであり, 120fユ系に

はブリッジ電圧2Vのもの, 350fl系には. 10Vのもの

を用いている.

本増幅器にはキャリブレーション用の回路は付属して

いない･このため,キャリブレーションを行うには若干

の工夫が必要である.本増幅器では図9に示したように

ブリッジの対面側に並列に高精度抵抗を入れる方式とし

た･この方式は,キャリブレーションを常に一定の状態

(たとえば無負荷時)に行う必要があり,その点では若干

不便と言える.

表1　直流ブリッジ方式と交流ブリッジ方式の比較

直流ブリッジ方式 佰�zﾈ7X8ｨ6(5y_ｸ��

長 所 ��ｸ5�48986�8ｨ7H6x*ｨ抦+8*"��○ゼロドリフトが小さい. ocバランスが不要であり,ケーブル延長に有利. 唸､�H6ﾘ485�,儂Hｧ)4仄ﾘ*"��

○高速応答が可能. 愉NHｧ)4��幵育9Lﾈ,ﾈ�ｨﾘr停�

o直線性がよい. 02次較正がやりやすい. ��ｸ48985�4�5�985�5�487h,ﾈ5ｨ985H�ｸ,俶x*h.停�

短 鑓5ｸ8ﾘ6�8ｨ7H6x*ｩ�X*ｸ*"��oゲインドリフトが大きい. 

○外部ノイズにやや弱い. 躍8�ﾈ�88�985�*ｩTｹwh,Rﾈ5��ｸ7X8ｸ露+x,儻9yや����ｹ�ｸ*ｨ*�.停�

釈 唸.(.(ﾘ(幵育9Lﾈ,ﾈ�ｨﾘr停�o直線性に劣る. oインダクタンスタイプのセンサーには使えない. ��(鵁ｧ)�8*ｨ.(.�,�*ﾘ*"��

川IJl日日lHlmlIllJIHIJJIJIIlltll川川JIJJ)IHIllI)II)川‖JlJ川MJll川)lJ日日llH日日l‖川)lll川日日IH‖l川)HIJI川lHJHIJJII‖川)J)HHlI)Hll川Ml)=JIIIHI‖IIJl]川‖I川Ill日日川川‖lll‖lMlLHJJIJHL日日)I)HJH日日HIHL1

17



gT

IHHIHHIHlHIH川FHllHrHHrlHHlllHIHHHHMIHlllHHt‖HHIHHlTHmllm日日HMEHHIHrMlMHIIMllrHltlmlHHlHl日日llHtHHHmlrHmlIHrHHIHHtMlHIHMl日日lllltl‖llMl日日lHHllmllHIlItHTrlHmllmH

BC)切断t∈∋吉　塚SE=-蛋.L一　郎己叩157　∈5申⊆⊆ t;　L.己≡託 `i7　　L.75≡7Jt':　GrtsETaC5 11　Lこ8EE17

8ェ己6L･上.三　三一177⊆･L一　別.=E.gt別　荘3lJ.SlT gg柑三■ウ　　3g柑=tE　　盗aBurT　　3g柑£`℡

拓T16T tLE.冒.LELVtL-　e)雪空･=ヨ`⊆て　≡aGL⊆ ll　　三日三三三ti7　　EIB£三三'l:　正之だ正辺.1　己拡三宝Li7

昏日下6⊆･空言　£98∑17lL-　B87⊆て■⊆T J.=SB⊆'て　　こ柑ヨEtマ　　7,Jl望S三t三　･Zr認石fL辺.I r=柑3E'甘

砕≡756 ･⊆己　6日ほ= ･L-　855-lr-j3 1でT ESL5Gt-L　　ヨ忘6717 1ヤ　　三三6717'E rB･38位Ge I-r　　ヨ£ETq'ヤ

C,i26三･⊆こ　5g的三･L-　aEヤ酌`lZT ee.⊆6㌢て　　561⊆甲'.･7　　5看て⊆'･7 `三　　宅正道芭払.7　　55相やt17

E3相伝日･ウ三　言ETS三･L一　石に三石H lマて　gri;'i:て'3 tT BL⊆a⊆ 17　　EL⊆琵⊆ ■三　　広qLET}惣(て　　BL⊆拓⊆t17

辺TSST`甘言　⊆⊆≡石EIL一　石三三石L`£7　8三三三ヨ`;

伍こな正grE三　甲LSヨl tL-　aSt717£'-LtT ELLi7ヨ.T

cSSSS`EF_　己6⊆5日'L-　a6335■己T TJB己雪'3'T

EE7eEtここ　LBTGSLg一　正⊆己S⊆'Et　⊆ヨ⊆Ei3.7

B石LgL`l言　切てSL岩tg一　店93ILごてて　SL三aLL一

2);⊆ウ7.7吉　日GE⊆L`3-　aL⊆178■lて

eELl⊆`C三　号雪Et3151　6年17L可LTT

BL⊆e告`57　17品3⊆7713-　C3⊆苛辺;■11

6≡⊆⊆ELST CはPiC;£`3-　C:邑⊆EL.招l

ESヨlヨtST E6望モモ`ヨI E:L≡ヨ三`功T
TEマ邑LEitLて　　⊆£8⊆5 '⊆一　正6こEG5 L巧T

昏己7号三tLT　977ELLl⊆-　E171.BEg'6

g雪三匹L rgT　⊆GE≡⊆`⊆-　LE⊆L己'岩

正三;SBl37　⊆TS:∈三■⊆-　Ll;こて5.3

･3LEミヤ`⊆‡　C53gT t⊆-　S⊆こSSt3

65ヤLLlやl E35日St可-　BEEST,t8

33B£T ti7T　17号⊆⊆L.サー　LZ⊆1=8-i

ELSG忌中'l=l STヨ己⊆tサー　三SELLサ'/_
rlL,S己£3`こて　6二.:SSこ■17-　LGEFJl.i

=ウニてJL t;

L=l三E･二エI I

L⊆ニラL -7

77⊆≡⊆L lt

E7_T∃L LI

aS岩ヨL I-L
r337LL.て

L£SLL.f

ヨ⊆L3L日Ll

77EE6L tて

SS£て3.T

LEBlB-T

三でここS ■T

5⊆L=7_3 t言

S£EJ冨⊆ 1号

17マ⊆⊆rB t77

3⊆包三L ■-r7

位⊆L甘ヨ'マ

SC三号S '甘

L己⊆Sr3 tマ

ここG:STD '⊆

iてEg; t⊆

三'Bi7 7E FS=

てこ⊆ヨこF⊆

TSSIIT= 'S

て岩7717忘t三

⊆己=LE `⊆

LTE≡77 '⊆

2三eiSS ●ミ

ヤや三S'B t三

6⊆正三L t三

色⊆L776 `£

岩広=i76 `E

L=⊆55 tE

7_.こBEa ■マ

i;こちl '甘

三ヨマて7J.ワ

て7_.⊆Ll=E l7

75SlE ■ヤ

lE.77:こ17

⊆ここL三■マ

i 7-三三77 t17

rTlここaG I I

ここここ3 ll

L:'=.ヱ=-a 'て

迅辺rZB母tT

ここ=.63 ll

LTaLT･巧B I I

G=.cc･C lて

ロヱここコ●T

uT7LelここコI l

CaE..rT3 I ;

Cココ2.8 ●て

8監辺広田.I

rJのaGB I -L

E:BCGQ IT

S.LBS⊆ lウ

i7号⊆⊆ヨ■ヤ

日⊆CはL li7

¢⊆L178 ■サ

6位三可G lv

LE⊆66.守

.T_=36a '⊆

LT三gT lS

Eヨt71己`S

T7_⊆ヨ己'Brl

T6⊆1三t⊆

TGやウ王■⊆

⊆己ELE '⊆

Ll£7_守`⊆

3⊆己⊆マ'⊆　　5⊆TTb⊆17 L77　　gBaBG5 1　　ヨ⊆伍⊆サ■⊆

EE白日⊆ tS Gl;=S⊆ l青　　苗広辺F.田t1　5三8日⊆ ■⊆

eS⊆てヨ.⊆　　85⊆13 ●号　　泣r?;苗荘田'1　85⊆Tg ■⊆

雪3ミヤヨ■⊆　　33三号雪ti7　　辺琶苛巳辺t T　　38己175 t⊆

/_L5空ヨt⊆　　LL555 L守　　苗空広a田`l LL653 t⊆

石邑5日l: t=て　ら三三L6 17-　Se85L rヨ　　L=L=BtT　　£8⊆Lヨ'⊆　　EB⊆Lヨ■ウ　　昏苗空母a tT　　三8⊆Lヨ`⊆

E⊆T甘⊆tH S.己⊆三日■=一　店5⊆1ヤ`ヨ　　⊆2)3石B tT　17⊆SLS.⊆　　甲⊆5上.5.9　　8位aB窃tT　　ヤ⊆SLgt⊆

BE切EEE.BT　⊆三6日⊆tEl　87779窃`ヨ　　Erヨ3己日'T　　雪≡ESr"a t⊆　　望三三33 ■17　　tZia･ZE包tT,　雪雪£85 t⊆

Ea石や吉'巧T gB己やEtE一　店LETLlS　:三57_3 1　　ELLBrjt<3　　⊆LLES `ヤ　　惣広85辺tl　　⊆LL89 ■⊆

甘⊆76⊆tS LL⊆S田`£-　ヤ寺号=-£'⊆.　'37三三B t言

LSウマE. '召　　⊆Ag73 t三一　位77gTC).⊆　　て三田7_.ES一丁

⊆⊆匹正三'8　　1号こ邑⊆ T.=-　Q_⊆53g ●マ　　6ヤL13.i

L7_巳≡ヨtL LL告EE `7_一　三g三言£ ■77　　王:己台こ8 1

5L白222l'L　　976L辺`=-　L号SLE ■三　　岳387日'T

S三:望£ ■ヨ　　ヨ1771日'7-　1己gEg t三　　日雪.Je晦日t1

匹⊆三三L'⊆　　⊆gELL⊆.1-　言l:ヤ57_ [三　　正三こ丑Ei lT,

⊆£己白田`⊆　　£lEiTE'T-　67三⊆6r石　　£Sや8L-て

ISSややtマ　　ヤ⊆S⊆伍'T-　三号ET雪L己　　QnTE'3LtT.

677昏iLS t三　　号⊆ヨ三日t8-　　tSマL7_ tこ　　き36やL. I

6L3日Et三　　日⊆⊆匂ヨ1時一　甘ELS:6'T　　⊆⊆ETL LT

L⊆⊆35 L7_　　⊆⊆三吉⊆.8-　三⊆こ砕苫`T E.王LSヨLT

S⊆T..=LtE　　5甘言ワ17一辺-　窃SL331　　　5617日ヨ`l

5⊆L173 tS;　6SL苛ヨtヤ　　eg389 lT.　6⊆Lヤ雪.≡

己'.f=_己ri t⊆　　こてE三ヨ`7　　6笥25砕巧'T　　冨16三g `⊆

ウE打てヨ.⊆　　マ5573 t守　　防招aG相.;　776伍T3.⊆

85883 `⊆　　3336ヨLマ　　伍巧aG相tT　　33889 ●⊆

58日て'a L⊆　　66旨73 `マ　　昏盗昏窃窃tt　　引∂日Tg t⊆

Lヨウ⊆⊆ `⊆　　L3号SS t℡　　aB石造8 1　　L雪中⊆⊆ ●⊆

sEi77⊆ t⊆　　6三.77⊆ tマ　　a石田Ga `T SEウて⊆ -≡

⊆'-aヨ宙やt⊆　　⊆6望岱甘tV B正睦退色. T　　⊆邑日田サー⊆

ELSLF_ tS　　己iヨL己■甘　　窃惣苗88 1一　　己LgL己`⊆

9日L甘l `⊆　　守SL耶`マ　　琵琶辺荘切`l　　甘eLやT t⊆

7J広SE邑t17　　己8356 1E GiQは8位tl lL.田966 t17

£33aS.マ　　1-'≡SBS I£　　窃琢6切Q tl E88G96.守

告富三で日'i7　　33三やP. L三　　Gは苗招¢ ` T BSEやB t可

白⊆三日'･7 ■=　　E3LSヨ三唱-　5号三三⊆ '7　　柑5ヨヨl盲　　岩L雪⊆ム`守　　6/_望⊆L `三　　位辺詔包65.1　5Lg⊆L t17

EELEE t～=

E33SEI ll

て巳3ヨL lT

≡ウLE⊆.I

3TLBEtT
.=3､17三D I -r

E3位LL己'功一　G571.56£tT

L己ECにt8-　　T T⊆r雪己tT

Sここl.'こl3-　　-Lこ-/_TIT ● I

8ヤ三塁¢t巧一　日中L661払

己⊆7_.己8.a-　三5三33 t払
r'=77ここa fC)　　=-=J2:=L 'a

i75⊆苛ヨ`l

I.ここ7_雪` ;

=.5号aS lT

G甲田L⊆ `て

£⊆ウニ⊆ t i

こ甘SEn 'て

iT'･iL'≡r3日t田　　LウL≡a `8　　L三La⊆ t曝　　⊆Q_3訂7 f l

C)伍⊆⊆L.Ql L17ESa '田　　こSB三⊆ L坊

597⊆ヨ'ai LEE.3必TG9　　7_.il77917 ■切

や68ウ⊆ ■珍　　芸ウL58 t伍　　⊆SL6E t切

望ヨT7ママ.a eS中庄て'E,　=予言=£ t造

田て⊆ウニ`哲　　e39広て■曜　　日C_=ヨ= `FJ

lTE⊆己■B LS.55位tG9　　三LBGl `払

3TTq_I lei L6号L伍t功　　や177_£T tQ

BeBe三LT

L5⊆三三.て

ワ⊆587_.I

吉7_37≡ 'て

5:Euid, ';

LZS36 `払

11⊆日L t砂

33ヨ77ヨ■77

TBL:;蛋 '17

7£⊆aマt7

三S⊆Sこ●'17

L三てVT.?
T/ここ75 t三

日己広三L t£

3吉5日⊆ 'E

L⊆三にマ`=

三⊆こ⊆こ`/-_

a三て芸払.≡

Le己⊆L Lこ

6こlLて7 -こ

.=17三ヨG:･ lこ

岩ヨ≡73 ■三

て正iE⊆ t亡
'ここ⊆広7 '£

⊆苫⊆57J ■三

L三;マ;.=

17三7_.苛S rZ

a己位己L t吉

日BS≡S tT_

上三岩巳マl=

二三二⊆こ●こ

C三言⊆rlf t己

LS昌⊆1.I

G5=三7_サt l

EマiLga L I

窃窃盗認G5.I

巧匹望広也●t

EZ.GBGZ) - I

匹広也C5GZi I I

E===田'て

こCdZ.a ll

86aaa 'l

ここJ.1=C) 'T

C5署elに巧■て

田辺Ba伍.I
13C.ニE3 I I

2;･86匹a t;

G52;包GZl伍I I

¢66匹昏tt

邑39サ3.や

T伍LE⊆ ■甘

中三⊆巧甘■甘

⊆召⊆S己I甘

LET17T l守

マこ=ウS `三

3-iC;己L tE

3日雪雷⊆ t三

LS笠田T t三

三⊆言⊆言tE
･==t⊆Cドニ

L85≡L '=

87_EE甘.I.

己や三空位fE

ヨ⊆伍Ba `8　　9号Li'位`切　　払こヨヨa tEB ESや5三'Ci　　田日マ⊆ケ1　　匹ei7⊆守'伍　　BEZi伍窃辺.I G,EW⊆V. I

(I/.)　　　　(y. )　　　　(･^)　　　　　　　　　　　　　　　(己や･+.klコ/jgN ) (己･帥tJコ/jE])日(己･帥tJコ/三〇〉日

掛二h.'0-9　　　　　<∃　　　　　Uヨ　　　　Ld/8　　　　11/ ;　　　　;3　　　▲tl ti.^ヨ三S　`U tjhr〇三S

*坤:*　ヨ9tj⊥S　と旧≡HS　*坤･'8

85雪空ヨ`8　　38⊆=啄`8　　LeGeGr店　　宅LS王道1位　　三三:邑伍t l　　伍窃広缶切. 1　　ヤ535∈･ t¢

393(,53 18　　位68位田tCZ)　　の母店広田tta　　正伝869 l由　　　了⊆窃8位. 1　　位正巳377.伝 SL6⊆ヤt田

(･j :)　　　　( ･j l　　　　　(･jt.)　　　　　　　　( 7_ MJiJコ′351日　(=･÷ヰkTコ/jE3)1･ )

ゴ　　　　　　ビ∃　　　　　　∧ヨ　　　　　　tjヨ　　　　　)1　　　Lta UhTEj王S　　　`ti tjtAlgIS

(≡.七七日コ′39さ11 ⊆` =三とnSS∃t:d　〉1コt-j塁

的;〇　三et7⊥S Nロエ⊥'dCZ:｢〔】SNロコ　坤か●ホ

琢三.上. '6551　　　　　　己⊆-Qコーコ⊥

rGt(∂1 4L｣ / ((∠蓄鞘尊柁窒鱒jj噸三　OT囲

(lmrHltHMIHIHlHHIHHH…l川日日日日日日川HHllH‖HllHHlHll川日日日日日日日日日日川l=lTHHl‖llHHHlHlHH川=lHlllHllll(lHHHIHrl‖lHM=llH日日HIMl撫　　軒　　BE　　蛸

芯　地　野　市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Z･tg61)島Z象cc　　99



33巻2号(1981.2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究　　　67

IJIHlJlIHlI)MJ)HI)HLJFHHrIJH‖[)lHllm)r日日Hl)lJIl日日川llllllrM川lJIJrJJIJ)H)I)H)HHIllll川rIIJIIIJIJr川HHJII]IlllJHIJl‖川川)I)rI)日日日日日日日日日日川l川HJl川川J)HI研　　究　　速　　報

0.9　　　　　　0.寸　　　　　　0.Z

【EuaJ1ESnssuillS　∝Eutu^山口
TC-CD-52 

0,0　　　　　4.0　　　　　8,0　　　　　12,0　　　　16.O

RXIRL STRRIN(7.1

図11三軸EE縮試験結果図化例一偏差応力oll03-軸ひずみeo

関係-(豊浦砂, DF 96.6%,5C -98 kN/m2 (1 kgf/cm2))

(NtDJNn)
ち. I)F棚嘩

OAO Sへ.の-

(7.7Nl正∝-S Ultl1UHrnE)A

TC-CD-52 

0.0　　　　　4.0　　　　　8.0　　　　　12,0　　　　16,0

RXIRL STRR工N(Y,)

図12　三軸圧縮試験結果図化例一体積ひずみV～軸ひずみEa

関係-(豊浦軌Dr- 96.6%, q-C =98 kN/m2 (1 kgf/cm2))
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図13　動的三軸試碑結果の1例(豊浦砂,

3 - 3.データ収録および処理(図2*参照)

3-3-1.静的試験

静的試験のデータ収録はマイクロコンピュータを用い

て行う.当研究室で用いているのは, TEAC製のPS-80

であり, A/Dコンバータボードを内蔵している.このA

/Dボードは.マルチプレックスキャナを内蔵しており.

16CHのサンプリングを行うことができる.

なお,チャンネル問のスキャン時間は, 120psecであ

りこの偏差は,静的試験のようなゆっくりした試験では

全く問題がない.

A/Dコンバータの入力電圧は約±5Vであるため,

必要に応じてアンプの出力にアッテネッタを入れて,そ

の範囲内に収める必要がある.なお. A/Dほ12bitであ

り,分解能は2.5mVである. 12bitのデータを16bit

の整数型の変数に割り当て,サンプリングを行う.マイ

コンのRAMは16Kであるので.プログラムの余裕を除

いてほぼ8000個のデータを収録できる(実際には.1000

個程度のデータ数で土質試験には十分である).

*新しい土質試験システムI

一三軸試験機本体の設計･製作一

龍岡　文夫･佐藤　剛司

Dr - 87.6%, 0-C- 98 kMI12 (1 kgf/cm2))

サンプリングしたデータは.各種の補正計算をプログ

ラム内で行い,応力状態,ひずみ状態を計算し,デジタ

ルカセットテープに記録する.

データのプリントアウトおよび図化はこの記録したテ

ープを用いてRAMを48Kに拡張した専用のマイコンで

行う.以上のブロックダイヤグラムを図2*プリントアウ

ト結果を図10に,図11, 12に図化の結果を示す.

3-3-2.動的試験

現在は,図2*に示すように,一皮アナログマグネット

テープに収録したものを用いて, Ⅹ-Yレコーダーをア

ナログ電圧で作動させて図13のように作図している.こ

の方式だと,そのまま論文に用いうるほどの鮮明な図面

を得ることができる･また,テープに記録したものをA

/D変換した後,マイクロコンピュータを用いて各種の解

析を行うことも可能である.

4.あ　と　が　蕃

我々が,現在使用しているシステムは,とても完成さ

れたというものではなく,あちこちに改良の余地を残し

ている.さらに改艮･改善された段階で,また.報告を

したいと思っている.　　　　(1980年10月22日受理)
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